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客単価３０００円超す業態好調各社、出店加速し収益力向上

  居酒屋チェーンの間で、客単価が３０００円と、一般的な店（２５００～２７００円程度）よりやや高い業態を強化する動きが相次いでいる。

  食材の価格上昇が続く中で、収益力の向上にもつながるためだ。

  食材の自社生産や契約先を拡充する動きが目立ってきている。

  居酒屋チェーン「塚田農場」は自社の養鶏場で育てた地鶏などを使った料理を特徴としており、客単価は４０００円程度となっている。

  チムニーは５月にシャモ料理店を始めた。同じく客単価は４０００円程度。契約農家から直接仕入れを行っている。

  モンテローザの「山内農場」を含め自社農場や契約農家から直接仕入の「安心感」などからやや高めの価格設定でも幅広い支持がある

  食材コストの上昇などで飲食業界全体の収益環境がなかなか改善されないなか「稼げる店」が一段と広がっていく可能性もある。

                （日経ＭＪ）

士
魂
商
才
の
経
営
者
／
出
光
佐
三
語
録

③
尊
重
す
べ
き
人
間
を
養
成
せ
よ

｢海賊とよばれた男｣のモデル

ワ
イ
ン
販
売
10
％
増
め
ざ
す

メ
ル
シ
ャ
ン
、
家
飲
み
拡
大
へ

 
 

キ
リ
ン
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
傘
下

の
メ
ル
シ
ャ
ン
は
２
０
１
４
年
の
ワ

イ
ン
販
売
計
画
を
前
年
比
10
％
増
の

７
３
０
万
ケ
ー
ス
と
す
る
と
発
表
。

 
 

「
家
飲
み
」
需
要
の
拡
大
や
日
本

産
ワ
イ
ン
の
評
価
の
高
ま
り
を
追
い

風
に
販
売
増
を
め
ざ
す
。
13
年
の
販

売
実
績
は
12
年
比
１
％
増
の
６
６
６

万
ケ
ー
ス
だ
っ
た
。

 
 

14
年
は
「
フ
ラ
ン
ジ
ア
」
な
ど
の

主
力
ブ
ラ
ン
ド
を
刷
新
す
る
ほ
か
、

４
月
に
は
店
舗
想
定
価
格
が
４
０
０

円
前
後
の
輸
入
ワ
イ
ン
を
投
入
す
る
。

ま
た
、
同
社
の
人
気
ワ
イ
ン
「
シ
ャ

ト
ー
・
メ
ル
シ
ャ
ン
」
シ
リ
ー
ズ
な

ど
を
提
供
す
る
コ
ン
セ
プ
ト
シ
ョ
ッ

プ
を
さ
る
１
月
16
日
に
出
店
し
た
。

 
 

ワ
イ
ン
の
国
内
需
要
は
底
固
く
、

消
費
税
の
影
響
を
跳
ね
返
し
、
今
後

も
成
長
を
続
け
る
と
み
ら
れ
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
日
経
Ｍ
Ｊ
）

進
め
て
い
く
考
え
だ
。

 
 

店
舗
面
積
約
60
㎡
、
41
席
の
「
と

り
や
き
源
氣
」
町
田
店
が
１
月
29
日

に
開
業
し
た
。
ダ
イ
ナ
ッ
ク
は
現
在
、

鶏
料
理
を
メ
イ
ン
と
す
る
「
鳥
ど
り
」

を
22
店
展
開
し
、
同
社
の
主
力
ブ
ラ

ン
ド
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
。
「
鳥

ど
り
」
の
店
舗
面
積
が
１
５
０
～
２

０
０
㎡
に
対
し
、
新
業
態
店
は
今
後

も
60
～
１
０
０
㎡
程
度
の
小
規
模
の

店
舗
と
な
る
予
定
。

 
 

料
理
は
「
と
り
や
き
半
身
（
塩
・

タ
レ
）
」
８
８
０
円
や
「
手
羽
先
」

２
８
０
円
な
ど
鶏
の
部
位
ご
と
に
塊

の
ま
ま
豪
快
に
焼
き
上
げ
た
料
理
を

提
供
す
る
。
ほ
か
に
も
、
「
砂
肝
ブ

ル
ギ
ニ
ョ
ン
バ
タ
ー
焼
」
４
８
０
円

や
「
と
り
モ
ツ
煮
込
み
」
４
８
０
円

な
ど
も
用
意
す
る
。
ア
ル
コ
ー
ル
類

も
ボ
ト
ル
ワ
イ
ン
は
12
種
類
用
意
す

る
。
価
格
も
最
も
安
い
も
の
で
１
９

０
０
円
か
ら
と
な
る
。
客
単
価
は
２

３
０
０
円
を
想
定
し
て
い
る
。
客
層

は
女
性
、
会
社
帰
り
の
サ
ラ
リ
ー
マ

ン
、
週
末
の
家
族
層
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
日
経
Ｍ
Ｊ
）

鶏
料
理
専
門
の
新
業
態

焼
き
物
、
塊
で
豪
快
に
！

 
 

ダ
イ
ナ
ッ
ク
は
鶏
料
理
専
門
店
の

新
業
態
を
出
店
す
る
。
ワ
イ
ン
な
ど

の
ア
ル
コ
ー
ル
に
合
う
よ
う
に
、
も

も
や
半
身
な
ど
の
鶏
の
部
位
を
丸
ご

と
豪
快
に
焼
き
上
げ
た
料
理
を
用
意

す
る
。
客
単
価
も
抑
え
て
、
女
性
で

も
入
り
や
す
い
店
舗
に
す
る
。
今
後

は
駅
前
立
地
を
中
心
に
多
店
舗
化
を

▽
ミ
ー
ツ
・
リ
ー
ジ
ョ
ナ
ル
／
３
月

号特
集
‥
恋
し
く
て
、
お
で
ん

記
録
的
な
寒
さ
で
、
街
行
く
人
も
ブ

ル
ブ
ル
と
震
え
て
い
る
今
年
の
冬
。

こ
ん
な
と
き
、
み
ん
な
が
恋
し
く
な

る
の
が
、
や
っ
ぱ
り
お
で
ん
で
し
ょ
。

と
い
う
わ
け
で
、
今
月
の
ミ
ー
ツ
は

誌
上
初
め
て
お
で
ん
大
特
集
。

 
 

街
人
い
き
つ
け
の
隠
れ
た
名
店
か

ら
、
若
者
が
集
う
京
阪
神
の
新
御
三

家
、
福
島
の
超
人
気
店
「
花
く
じ
ら

」
に
人
々
が
通
う
理
由
な
ど
、
関
西

の
熱
々
の
ネ
タ
を
一
挙
に
紹
介
し
ま

す
。
最
も
庶
民
的
な
和
食
・
お
で
ん

の
ダ
シ
と
湯
気
で
温
ま
る
べ
し
。

 
 

人
間
尊
重
主
義
は
、
ま
ず
尊

重
す
べ
き
人
間
を
養
成
せ
ね
ば

な
ら
ぬ
。
こ
れ
は
難
事
中
の
難

事
で
あ
っ
て
、
ま
た
大
難
事
で

あ
る
が
故
に
、
す
べ
て
の
基
礎

と
な
る
の
で
あ
り
ま
す
。
（
昭

和
15
年
９
月
「
紀
元
二
千
六
百

年
を
迎
え
て
」
の
講
義
。
『
我

が
六
十
年
間
』
第
１
巻
よ
り
）

 
 

「
働
け
」
と
は
い
っ
て
も
、

そ
の
時
の
出
光
の
事
業
の
中
で
、

そ
の
職
場
で
力
を
惜
し
ま
ず
働

け
―
―
と
い
う
意
味
で
は
な
か

っ
た
。
例
え
ば
戦
中
の
あ
る
時

期
に
は
、
出
光
の
よ
っ
て
も
っ

て
立
っ
て
い
る
も
の
が
石
油
業

だ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、「
石

油
の
こ
と
は
、
些
事
で
あ
る
」

と
い
っ
た
。
ま
た
、
敗
戦
直
後

に
何
の
仕
事
も
な
か
っ
た
時
に
、

や
っ
と
手
に
入
れ
た
の
が
ラ
ジ

オ
事
業
だ
っ
た
の
に
、「
ラ
ジ
オ

の
こ
と
は
些
事
に
す
ぎ
な
い
」

と
い
っ
た
。

 
 

そ
れ
で
は
「
些
事
」
で
な
く
、

真
の
働
く
目
的
は
何
だ
っ
た
の

だ
ろ
う
か
？ 

 

ま
た
ま
た
佐
三

の
言
葉
に
聞
こ
う
。

 
 

純
朴
な
る
青
年
学
生
と
し
て

人
間
の
尊
重
を
信
じ
て
「
黄
金

の
奴
隷
た
る
な
か
れ
」
と
叫
ん

だ
私
は
、
こ
れ
を
実
行
に
移
し

て
、
資
本
主
義
全
盛
の
明
治
、

大
正
時
代
に
お
い
て
は
、
人
材

の
養
成
を
第
一
義
と
し
、
次
い

で
戦
時
統
制
時
代
に
お
い
て
は
、

法
規
、
機
構
、
組
織
の
奴
隷
た

る
こ
と
よ
り
免
れ
、
占
領
政
策

下
に
お
い
て
は
権
力
の
奴
隷
た

る
こ
と
よ
り
免
れ
、
独
立
再
建

の
現
代
に
お
い
て
は
数
の
奴
隷

た
る
こ
と
か
ら
免
れ
得
た
。

 
 

ま
た
、
あ
ら
ゆ
る
主
義
に
と

ら
わ
れ
ず
、
資
本
主
義
、
社
会

主
義
、
共
産
主
義
の
長
を
取
り

短
を
捨
て
、
あ
ら
ゆ
る
主
義
を

超
越
し
得
た
。
か
く
て
五
十
年

間
、
人
間
尊
重
の
実
体
を
あ
ら

わ
し
て
「
わ
れ
わ
れ
は
人
間
の

真
に
働
く
姿
を
顕
現
し
て
、
国

家
社
会
に
示
唆
を
与
え
る
」
と

の
信
念
に
生
き
、
石
油
業
は
そ

の
手
段
に
す
ぎ
ず
と
考
え
得
る

よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る 

(

昭

和
36
年
５
月
、
在
京
社
員
へ
の

訓
示
。
『
我
が
六
十
年
間
』

第
２
巻
よ
り
）

 
 

ま
る
で
、
哲
人
の
言
葉
で
あ

る
。
と
て
も
「
実
業
人
」
の
言

葉
と
は
思
え
な
い
。
け
れ
ど
も

出
光
佐
三
は
、
生
涯
そ
ん
な
言

葉
ば
か
り
吐
き
続
け
た
。
そ
し

て
、
事
業
経
営
の
上
で
も
、
稀

に
し
か
見
ら
れ
な
い
ほ
ど
の
大

き
な
成
功
を
収
め
て
い
る
。

 
 

商
売
を
語
ら
ず
し
て
、
い
や
、

む
し
ろ
、
商
売
な
る
も
の
に
逆

行
す
る
よ
う
な
こ
と
を
語
っ
て
、

し
か
も
商
売
で
も
成
功
を
収
め

る
。
そ
の
間
の
秘
密
は
何
だ
っ

た
の
だ
ろ
う
か
？ 
 

以
下
、
出

光
の
言
葉
を
吟
味
し
な
が
ら
そ

の
生
涯
を
追
っ
て
、
い
さ
さ
か

秘
密
の
解
明
に
つ
と
め
て
み
た

い
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
Ｐ
Ｈ
Ｐ
文
庫
）

飲
食
の
潮
流｢

三
つ
の
変
化｣

 
 

２
０
１
４
年
の
年
明
け
は
静
か
な
ス
タ
ー
ト
だ
っ
た
。
飲
食
店
は
12
月
に

大
き
な
ピ
ー
ク
を
迎
え
、
１
月
、
２
月
は
そ
の
反
動
も
あ
っ
て
客
入
り
が
落

ち
込
み
ま
す
。
新
年
会
需
要
は
毎
年
減
っ
て
い
る
が
、
今
年
は
ア
ベ
ノ
ミ
ク

ス
の
影
響
で
若
干
増
え
た
も
の
の
、
そ
れ
も
局
地
的
な
現
象
で
し
ょ
う
。
序

盤
に
感
じ
た
こ
と
は
、
「
三
つ
の
変
化
」
で
す
。

専
門
性
を
さ
ら
に
深
堀
り
す
る

ミ
ッ
ク
ス
サ
ケ
カ
ル
チ
ャ
ー
へ

外
食
か
ら｢

会
食｣

の
場
の
提
供

 
 

一
つ
目
は
、
「
徹
底
し
た
深
堀
り

が
勝
つ
」
と
い
う
こ
と
で
す
。
東
上

野
、
浅
草
通
り
沿
い
に
昨
年
11
月
に

オ
ー
プ
ン
し
た
「
純
米
酒
専
門
・
粋

酔
」
。
閑
散
と
し
た
通
り
に
ポ
ツ
ン

と
１
軒
、
普
通
の
居
酒
屋
風
の
フ
ァ

サ
ー
ド
。
間
口
は
狭
く
奥
行
き
が
あ

る
好
物
件
と
は
い
え
な
い
店
舗
で
す
。

し
か
し
、
平
日
の
水
曜
日
で
満
席
。

店
内
は
活
気
に
満
ち
て
い
ま
し
た
。

そ
の
秘
密
は
、
店
名
の
キ
ャ
ッ
チ
に

あ
る
よ
う
に
「
純
米
酒
専
門
」
に
こ

だ
わ
り
、
そ
の
種
類
を
徹
底
し
て
増

や
し
た
こ
と
。
し
か
も
、
全
国
47
都

道
府
県
の
日
本
酒
を
揃
え
、
常
時
１

０
５
～
１
１
０
種
類

の
旬
で
こ
だ
わ
り
の

純
米
酒
を
提
供
し
ま

す
。

 
 

純
米
酒
が
ブ
ー
ム

で
、
東
京
都
内
に
も

多
く
の
新
し
い
日
本

酒
の
店
が
オ
ー
プ
ン

し
て
い
ま
す
。
妥
協
し
た
品
揃
え
や

当
た
り
前
の
提
供
法
で
は
、
も
は
や

埋
も
れ
か
ね
な
い
ほ
ど
の
競
争
が
生

ま
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。
そ
の
中
で
、

勝
つ
た
め
の
セ
オ
リ
ー
の
一
つ
が
、

「
徹
底
し
た
品
揃
え
」
「
専
門
性
を

さ
ら
に
深
堀
り
す
る
こ
と
」
で
す
。

皆
あ
ま
り
飲
ん
だ
こ
と
が
な
い
沖
縄
、

鹿
児
島
（
今
年
か
ら
日
本
酒
造
り
を

始
め
ま
し
た
）
、
宮
崎
、
大
分
、
熊

本
、
長
崎
の
純
米
酒
を
い
た
だ
け
ま

す
。
エ
ク
ス
ペ
リ
エ
ン
ス
！

 
 

二
つ
目
は
、
「
○
○
だ
け
の
発
想

よ
、
さ
ら
ば
！
」
で
す
。
昨
年
暮
れ

に
五
反
田
に
オ
ー
プ
ン
し
た
ク
ラ
フ

ト
ビ
ー
ル
専
門
店
「
ク
ラ
フ
ト
麦
酒

ビ
ス
ト
ロ
Ｃ
Ｒ
Ａ
Ｆ
Ｔ
Ｍ
Ａ
Ｎ
（
ク

ラ
フ
ト
マ
ン
）
」
。
オ
ー
プ
ン
か
ら

満
席
状
態
で
、
１
月
に
入
っ
て
も
客

足
は
落
ち
ま
せ
ん
。
ク
ラ
フ
ト
ビ
ー

ル
は
常
時
31
種
類
を
用
意
し
、
そ
れ

に
合
う
料
理
に
は
、
和
食
材
を
用
い

た
ビ
ス
ト
ロ
メ
ニ
ュ
ー
を
提
案
。
７

～
８
割
を
蔵
元
か
ら
直
送
し
た
樽
で

提
供
し
ま
す
。
30
の
タ
ッ
プ
に
、
ハ

ン
ド
ポ
ン
プ
を
１
種
揃
え
、
樽
替
わ

り
で
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
を
変
更
し
ま
す
。

価
格
は
ス
モ
ー
ル
サ
イ
ズ
で
５
５
０

円
、
ラ
ー
ジ
サ
イ
ズ
が
８
５
０
円
の

均
一
価
格
。
こ
の
店
が
凄
い
の
は
、

ク
ラ
フ
ト
ビ
ー
ル
だ
け
で
は
な
く
、

ワ
イ
ン
・
ス
パ
ー
ク
リ
ン
グ
50
種
類
、

日
本
酒
も
用
意
す
る
こ
と
で
ビ
ア
ー

バ
ー
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
ビ
ス

ト
ロ
と
し
て
の
立
ち
位
置
に
こ
だ
わ

っ
て
い
る
こ
と
。
あ
く
ま
で
ビ
ス
ト

ロ
ポ
ジ
シ
ョ
ン
か
ら
入
る
ク
ラ
フ
ト

ビ
ー
ル
の
店
な
の
で
す
。

 
 

「
ク
ラ
フ
ト
ビ
ー
ル
マ
ニ
ア
向
け

で
は
な
く
、
和
ビ
ス
ト
ロ
料
理
に
合

う
ク
ラ
フ
ト
ビ
ー
ル
を
提
案
し
て
い

く
。
あ
く
ま
で
ビ
ス
ト
ロ
ポ
ジ
シ
ョ

ン
か
ら
入
る
ク
ラ
フ
ト
ビ
ー
ル
の
店

な
ん
で
す
。
こ
れ
が
業
態
開
発
の
き

っ
か
け
に
な
っ
て
い
ま
す
」
と
オ
ー

ナ
ー
の
千
倫
義
氏
は
話
し
ま
す
。
も

う
ワ
イ
ン
だ
け
、
日
本
酒
だ
け
、
ク

ラ
フ
ト
ビ
ー
ル
だ
け
、
と
い
う
時
代

は
終
る
か
も
。
そ
れ
ぞ
れ
の
ジ
ャ
ン

ル
を
深
堀
り
し
つ
つ
、
ク
ロ
ス
オ
ー

バ
ー
さ
せ
る
「
ミ
ッ
ク
ス
・
サ
ケ
カ

ル
チ
ャ
ー
」
の
時
代
が
来
ま
す
。

 
 

そ
し
て
、
三
つ
目
「
外
食
か
ら
会

食
へ｣

｢

居
場
所
の
提
供｣

｢

ロ
ー
カ
ル

バ
リ
ュ
ー
に
気
づ
け
」
で
す
。
三
軒

茶
屋
に
１
月
オ
ー
プ
ン
し
た
「
Ｐ
ｉ

ｃ
ｎ
ｉ
ｃ 

 

Ａ 
 

ｇ
ｏ
ｇ
ｏ
！
」
。

三
茶
の
デ
ィ
ー
プ
ゾ
ー
ン
三
角
地
帯

で
ワ
イ
ン
酒
場
「
ほ
し
ぐ
み
」
を
営

む
柳
生
久
輝
氏
の
３
店
舗
目
で
す
。

白
を
基
調
と
し
た
「
カ
ワ
イ
イ
系
」

の
メ
ル
ヘ
ン
カ
フ
ェ
の
よ
う
な
内
装
。

夜
の
ネ
オ
大
衆
酒
場
的
な
メ
ニ
ュ
ー

に
合
わ
せ
る
の
は
、
自
家
製
サ
ン
グ

リ
ア
と
生
シ
ー
ド
ル
に
ワ
イ
ン
。
Ｌ

字
型
の
カ
ウ
ン
タ
ー
は
ま
さ
に
大
衆

酒
場
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス

ペ
ー
ス
と
な
っ
て
い
ま
す
。
２
階
は

ロ
フ
ト
席
。
こ
こ
は
明
ら
か
に
出
会

い
の
場
に
な
り
ま
す
。
毎
日
、
常
連

さ
ん
が
顔
を
合
わ
せ
る
「
会
食
」
の

場
。
女
性
一
人
客
も
タ
ー
ゲ
ッ
ト
。

三
茶
に
住
む
女
性
た
ち
の
会
社
、
自

宅
以
外
の
「
居
場
所
の
提
供
」
が
裏

コ
ン
セ
プ
ト
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
し
て
、
ラ
ン
チ
は
地
域
の
お
客
さ

ん
に
ヘ
ル
シ
ー
な
料
理
を
提
供
。
空

間
的
に
も
ラ
ン
チ
や
テ
イ
ク
ア
ウ
ト

に
か
な
り
力
を
入
れ
て
い
る
よ
う
で

す
。
三
茶
に
は
女
性
に
や
さ
し
い
ラ

ン
チ
の
店
が
あ
り
そ
う
で
少
な
い
。

そ
ん
な
潜
在
ニ
ー
ズ
の
堀
り
起
こ
し

を
狙
っ
て
い
ま
す
。
い
わ
ゆ
る
「
ロ

ー
カ
ル
バ
リ
ュ
ー
」
へ
の
ア
プ
ロ
ー

チ
。
こ
れ
か
ら
は
ロ
ー
カ
ル
バ
リ
ュ

ー
を
意
識
し
た
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
シ

ー
ン
に
沿
っ
た
業
態
開
発
が
重
要
に

な
っ
て
く
る
で
し
ょ
う
。

 
 
 
 

（
フ
ー
ド
ス
タ
ジ
ア
ム
よ
り
）

｡
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酒造りの伝統を今に伝え

る摂津富田郷。そこにあ

って、国乃長でおなじみ

の寿酒造では、最古の銘

醸地における富田酒の伝

統を守り抜き、今も変わ

ることなく手造りの技法

（２～３）

解像度350dpi
アウトライン
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今
月
の
新
着
ワ
イ
ン

佃
島
の
白
魚
網

ス
ペ
イ
ン
編
⑤

そ
の
百
●
酒
造
法
の
確
立
を
！

｢全国繁盛店総点検｣ ～３～

従
業
員
教
育
の
一
つ
の
ヒ
ン
ト(

46)

～あき丸ワイン漫遊録～⑪春の試飲展示会

(

(

ワインアドバイザー

ＡＫＩＨＩＫＯ Ｍ．

特 集

（３）

お
客
が
思
わ
ず
う
な
る

口利

口利

今年も節分を迎えた頃、メーカーさ

ん、インポーターさんが春の試飲展

示会をあちらこちらで開催されてい

きます。私たちには多くの種類を試

飲できるチャンスなのです。大方の

ところは海外から生産者を招いて、

セミナーを開くなどしてより細かな

説明をされます。

今回私は、ラックさんとサントリー

・インターナショナルさんの試飲会

に参加してきました。１日に２件は

難しいかとは思ったのですが、近く

で開催されているので行ってみまし

た。まずは、ＪＲ大阪駅近くのヒル

トン大阪のラックさんから。ブルゴ

ーニュ中心の展示で、かなりいいワ

インが出ていました。ここの特徴は

同じ畑から出来たワインでも生産者

の違いや同じ生産者でもビンテージ

違いの飲み比べが出来るので凄く勉

強になります。

次の会場に移動、四つ橋筋を南下。

堂島ホテルでサントリーインターナ

ショナルさんのワインを試飲です。

ここの特徴は、バイオーダワインと

言って、カタログに載らないワイン

を自分で選んで買うことが出来るシ

ステムです。オリジナルティーを求

められている方にはとても良い試飲

会です。

こうして、各試飲会はいろんな特徴

があって面白いですよ。ぜひ皆さん

もジャンジャン参加してみてくださ

い。

■池波正太郎著／剣客商売

            庖丁ごよみ④

春

白魚
しらうお

添
加
酒
は
別
の
呼
称
に
！

国
酒
と
し
て
の
格
付
け
必
要

見
学
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

サ
ン
ト
リ
ー
山
崎
蒸
留
所
へ

 
 

昨
年
、
高
槻
エ
リ
ア
中
心
の
食
系

の
店
舗
を
会
場
に
、
コ
ヤ
マ
カ
ン
パ

ニ
ー
と
サ
ン
ト
リ
ー
の
合
同
企
画
、

「
山
崎
ハ
イ
ボ
ー
ル
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」

を
行
い
ま
し
た
。

 
 

そ
こ
に
参
加
し
て
抽
選
で
当
選
さ

れ
た
40
名
の
お
客
様
と
「
山
崎
・
白

州
ブ
ラ
ン
ド
セ
ミ
ナ
ー
」
で
、
山
崎

蒸
留
所
へ
行
っ
て
き
ま
し
た
。

 
 

天
気
も
ま
ず
ま
ず
の
好
天
で
、
と

て
も
良
い
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
で
進
行

す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
今
年
は

山
崎
蒸
留
所
で
ウ
イ
ス
キ
ー
造
り
が

始
め
ら
れ
て
90
年
に
な
る
そ
う
で
す
。

 
 

こ
の
場
所
は
、
天
王
山
に
広
が
る

竹
林
の
下
か
ら
良
質
の
水
が
湧
い
て

く
る
の
で
す
。
そ
の
水
を
用
い
て
、

あ
の
千
利
休
が
茶
を
点
て
た
と
言
わ

れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

 
 

そ
こ
で
、
鳥
井
信
治
郎
氏
が
こ
こ

に
蒸
留
所
を
建
て
て
、
あ
の
有
名
な

「
白
札
」
を
造
ら
れ
た
の
が
第
１
号

な
の
で
す
。

 
 

そ
ん
な
話
も
聞
き
な
が
ら
皆
さ
ん
、

真
剣
に
蒸
留
所
の
工
程
見
学
か
ら
構

成
原
酒(

い
ろ
ん
な
タ
イ
プ
の
原
酒)

・
山
崎
・
白
州
の
テ
イ
ス
テ
ィ
ン
グ

を
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

 
 

普
通
で
は
ち
ょ
っ
と
味
わ
え
な
い

原
酒
で
し
た
し
、
貴
重
な
体
験
を
し

て
い
た
だ
け
た
の
で
は
な
い
か
と
思

っ
て
い
ま
す
。

 
 

工
場
内
も
稼
動
し
て
い
て
、
一
つ

一
つ
の
箇
所
で
凄
く
細
か
く
説
明
を

し
て
い
た
だ
い
て
、
ウ
イ
ス
キ
ー
が

出
来
て
い
く
工
程
が
よ
り
く
わ
し
く

分
か
っ
て
い
た
だ
け
た
こ
と
で
し
ょ

う
。

 
 

貯
蔵
庫
で
は
整
然
と
並
ん
で
い
る

樽
に
圧
倒
さ
れ
ま
し
た
し
、
何
十
年

も
寝
て
い
る
樽
に
感
動
し
ま
し
た
。

美
味
し
い
ウ
イ
ス
キ
ー
を
造
る
た
め

に
い
ま
で
も
日
々
研
究
を
重
ね
ら
れ

て
い
る
の
が
良
く
分
か
り
ま
し
た
。

 
 

最
後
に
、
美
味
し
い
ハ
イ
ボ
ー
ル

の
作
り
方
を
伝
授
し
て
い
た
だ
き
、

「
山
崎
の
名
水
」
の
仕
込
み
や
山
崎

の
炭
酸
水
で
作
っ
た
山
崎
と
白
州
を

飲
み
比
べ
て
、
無
事
セ
ミ
ナ
ー
を
終

了
し
ま
し
た
。

 
 

今
回
参
加
い
た
だ
い
た
お
客
様
、

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

コ
ヤ
マ
カ
ン
パ
ニ
ー
で
は
、
今
後
も

い
ろ
ん
な
企
画
を
立
て
て
、
お
客
様

に
参
加
し
て
い
た
だ
け
た
ら
と
思
っ

て
い
ま
す
。

 
 

そ
の
吉
野
さ
ん
（
注
＝
若
き
日
の

池
波
氏
を
可
愛
が
っ
た
兜
町
の
株
屋

の
主
人
）
に
、
早
春
の
或
る
夜
、
浅

草
の
料
亭
「
草
津
」
へ
連
れ
て
行
か

れ
た
と
き
の
こ
と
だ
が
、
白
魚
ヘ
卵

を
落
し
か
け
た
椀
盛
り
が
出
た
。

 
 

そ
れ
を
口
に
す
る
と
き
、
あ
の
細

く
て
、
小
さ
く
て
美
し
い
可
憐
な
白

魚
に
、

「
あ
、
ご
め
ん
よ
。
ご
め
ん
よ
」

 
 

と
、
あ
や
ま
り
な
が
ら
箸
を
取
っ

た
吉
野
さ
ん
の
顔
や
姿
が
、
春
先
に

な
る
と
、
ふ
っ
と
お
も
い
浮
か
ん
で

く
る
。

 
 
 
 

明
ぼ
の
や 

 

し
ら
魚
白
き
こ
と

 
 
 
 

一
寸 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

芭
蕉

 
 
 
 

ふ
る
い
よ
せ
て 

 

白
魚
崩
れ
ん

 
 
 
 

ば
か
り
か
な 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

漱
石

 
 

長
二
、
三
寸
。
腸
も
な
い
か
と
お

も
う
ほ
ど
の
、
す
っ
き
り
と
細
い
体

は
透
明
で
、
そ
こ
に
、
黒
胡
麻
の
粒

を
落
し
た
よ
う
な
可
愛
ら
し
い
目
が

つ
い
て
い
る
白
魚
で
あ
る
。

 
 

た
と
え
、
料
理
を
し
た
白
魚
と
は

い
え
、
お
も
わ
ず
発
し
た
吉
野
さ
ん

の
つ
ぶ
や
き
を
、
私
は
忘
れ
る
こ
と

が
で
き
な
い
。

（
『
味
と
映
画
の
歳
時
記
』
よ
り
）

白
魚
の

卵
寄
せ
椀
盛
り

●
材
料
／
白
魚
、
卵
、
鰹
節
、
昆
布
、

 
 

醤
油
、
酒
、
塩

 
 

澄
し
汁
（
鰹
節
と
昆
布
の
出
汁
に

醤
油
、
塩
、
酒
少
々
）
が
沸
騰
す
る

直
前
に
白
魚
を
加
え
、
魚
が
白
く
な

り
始
め
た
ら
卵
を
溶
き
入
れ
る
。

 
 

灰
汁
を
こ
ま
め
に
取
り
、
卵
が
か

た
ま
る
前
に
椀
に
盛
る
。

炒
り
卵

●
材
料
／
卵
、
長
葱
、
砂
糖
、
醤
油

 
 

鍋
に
卵
４
個
、
小
口
切
り
し
た
長

葱
２
分
の
１
本
、
砂
糖
小
さ
じ
２
杯
、

醤
油
小
さ
じ
４
杯
を
入
れ
る
。

 
 

弱
火
に
か
け
、
箸
を
４
、
５
本
持

っ
て
手
早
く
か
き
混
ぜ
る
。

 
 

焦
げ
そ
う
に
な
っ
た
ら
、
火
か
ら

遠
ざ
け
て
調
節
し
、
水
気
が
な
く
な

る
ま
で
炒
る
。

 
 

小
川
原
良
征
が
、
蔵
で
造
る
酒

を
全
量
純
米
酒
に
切
り
替
え
、
清

酒
業
界
と
酒
飲
み
た
ち
を
驚
か
せ

た
日
本
酒
革
命
か
ら
２
０
０
６
年

（
平
成
18
年
）
で
20
年
。
こ
の
年

５
月
の
酒
税
法
改
正
で
、
米
、
米
麹

で
造
っ
た
清
酒
に
ア
ル
コ
ー
ル
と

水
を
添
加
し
て
調
味
液
で
味
付
け

し
た
三
倍
増
醸
酒
は
清
酒
の
範
疇

か
ら
外
さ
れ
、
リ
キ
ュ
ー
ル
扱
い

と
さ
れ
る
こ
と
が
正
式
に
決
ま
り

ま
し
た
。

 
 

戦
前
の
コ
メ
不
足
の
時
代
に
緊

急
避
難
的
に
造
ら
れ
た
三
増
酒
は
、

米
が
あ
り
余
る
戦
後
60
年
に
な
っ

て
も
酒
税
法
上
は
特
例
扱
い
さ
れ

て
き
ま
し
た
が
、
ま
が
い
も
の
の

酒
は
清
酒
と
し
て
認
め
ら
れ
な
く

な
っ
た
わ
け
で
す
。

 
 

東
京
・
高
田
馬
場
の
学
生
街
に

あ
る
居
酒
屋
で
、
か
つ
て
コ
ン
パ

な
ど
の
後
の
罰
ゲ
ー
ム
に
日
本
酒

を
無
理
や
り
飲
ま
せ
る
い
た
ず
ら

が
流
行
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

人
工
調
味
料
を
添
加
し
た
三
増
酒

を
大
量
に
飲
め
ば
頭
痛
が
す
る
し
、

気
分
が
悪
く
な
る
か
ら
で
す
。

 
 

焼
酎
や
ビ
ー
ル
の
売
れ
行
き
が

伸
び
る
中
で
、
日
本
酒
が
将
来
あ

る
学
生
た
ち
の
間
で
、
こ
ん
な
飲

ま
れ
方
を
し
て
き
た
こ
と
も
若
者

の
酒
離
れ
に
つ
な
が
っ
た
原
因
の

一
つ
に
な
っ
た
こ
と
を
覚
え
て
お

き
ま
し
ょ
う
。

 
 

そ
れ
が
先
の
酒
税
法
改
正
で
、

純
米
酒
造
り
に
も
追
い
風
が
吹
い

て
き
た
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。

 
 

「
日
本
酒
は
米
と
水
だ
け
で
造

る
も
の
で
あ
り
、
ア
ル
添
の
三
増

酒
は
リ
キ
ュ
ー
ル
」
と
断
じ
て
い

た
上
原
浩
氏
の
主
張
に
税
務
当
局

も
遅
ま
き
な
が
ら
追
随
し
た
形
で

す
。

 
 

「
よ
う
や
く
半
歩
前
進
。
次
は

同
じ
ア
ル
コ
ー
ル
添
加
の
本
醸
造

酒
の
扱
い
に
つ
い
て
も
酒
税
法
で

き
ち
っ
と
し
た
位
置
づ
け
を
し
て

ほ
し
い
」
と
は
小
川
原
氏
の
弁
で

す
。

 
 

そ
れ
に
し
て
も
、
酒
造
り
に
つ

い
て
語
る
と
き
、
顔
を
出
す
酒
税

法
と
は
ど
ん
な
法
律
な
の
で
し
ょ

う
？

 
 

「
日
本
に
は
『
酒
税
法
』
は
あ

っ
て
も
、
『
酒
造
法
』
が
な
い
こ

と
が
、
一
番
の
問
題
」
と
自
説
を

展
開
す
る
の
が
、
静
岡
県
で
酒
専

門
店
「
リ
バ
テ
ィ
」
を
営
む
長
澤

一
廣
氏
で
す
。

 
 

酒
税
法
は
明
治
以
来
の
富
国
強

兵
政
策
で
、
国
が
酒
を
徴
税
の
道

具
・
手
段
に
す
ぎ
な
い
と
位
置
づ

け
、
税
を
取
り
立
て
る
た
め
に
作

っ
た
法
律
で
、
日
清
・
日
露
戦
争

も
戦
費
は
酒
税
で
ま
か
な
っ
た
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

 
 

神
亀
を
は
じ
め
、
こ
だ
わ
り
の

酒
を
売
る
こ
と
か
ら｢

闘
う
酒
屋｣

と
も
呼
ば
れ
る
長
澤
氏
は
『
こ
の

酒
が
飲
み
た
い
』
（
コ
モ
ン
ズ
）

の
中
で
、
税
務
当
局
の
姿
勢
に
つ

い
て
次
の
よ
う
に
触
れ
ま
す
。

 
 

「
酒
造
り
の
根
幹
・
定
義
を
示

す
べ
き
酒
造
法
を
制
定
す
る
意
志

は
、
現
在
ま
で
ま
っ
た
く
あ
り
ま

せ
ん
。
こ
の
た
め
、
日
本
は
模
倣

や
模
造
の
天
国
と
化
し
て
い
る
。

酒
文
化
を
確
立
さ
せ
る
術
も
な
い

の
も
、
こ
れ
が
大
き
く
影
響
し
て

い
ま
す
」

 
 

ど
ん
な
酒
が
ど
ん
な
売
ら
れ
方

を
さ
れ
よ
う
と
も
、
酒
税
さ
え
国

庫
に
入
れ
ば
い
い
と
い
う
の
が
日

本
の
税
務
当
局
の
考
え
方
で
、
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
や
ア
メ
リ
カ
に
酒
造
法

が
あ
っ
て
、
酒
類
の
品
質
を
保
と

う
と
努
力
し
て
い
る
酒
蔵
の
姿
と

は
雲
泥
の
差
が
出
て
き
ま
す
。

 

今
後
、
日
本
酒
は
海
外
輸
出
に

も
積
極
的
に
販
路
を
切
り
開
い
て

い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、

国
酒
と
い
っ
て
い
い
清
酒
の
品
質

を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
も
の
が
酒
税
法

し
か
な
い
と
い
う
の
で
は
何
と
も

お
寒
い
限
り
で
す
。

 
 

日
本
酒
は
売
れ
な
い
、
と
関
係

者
は
嘆
き
な
が
ら
も
、
現
在
の
日

本
酒
の
品
質
は
高
価
な
酒
米
も
使

い
、
過
去
の
酒
造
り
の
歴
史
の
中

で
最
高
水
準
と
言
っ
て
よ
く
、「
日

本
酒
ル
ネ
サ
ン
ス
」
と
も
呼
ば
れ

る
よ
う
に
旨
い
酒
ブ
ー
ム
が
起
き

て
い
る
の
で
す
。

 
 

そ
う
し
た
中
で
、
小
川
原
氏
は

今
後
ど
ん
な
酒
造
り
を
め
ざ
そ
う

と
す
る
の
で
し
ょ
う
か
。

（
平
凡
社｢

闘
う
純
米
酒｣

よ
り
）
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